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前提 
 
・国際経済秩序の構造：150か国を網羅するＷＴＯ協定＋ＷＴＯ協定を前提とし
て２乃至複数国間で結ばれる自由貿易協定（FTA）／経済連携協定（EPA） 
・ＷＴＯドーハ開発アジェンダ（2002-）の行詰りとＦＴＡ／ＥＰＡの締結の増加 
・背景：企業のグローバルな展開 
  
ＦＴＡとしてのＴＰＰの特徴 
 
・多数国間ＦＴＡ（＋拡大可能性が前提）－アジア太平洋の地域経済秩序作り 

・政策－高水準の自由化の追求－米国のＦＴＡの特徴：関税障壁の撤廃で
あって補助金による保護の禁止ではない。  
  
 



ＴＰＰと日本 
 

・ＥＰＡ未締結国（米国・オーストラリア等）：新規協定＋既締結国（シンガポー
ル等）：既存協定の自由化の深化 
・物品貿易分野－農業の自由化＋諸国の市場開放 

・サービス分野－金融・電気通信を中心とした市場開放：主要ターゲットは日
本以外（日本ではＮＴＴと郵貯・簡保が主） 
・単純労働や医療分野はまったく問題にならないか、ほとんど問題にならない 
    ↓ 

・経済的には農業分野（米、砂糖、乳製品等）に影響が出るが、その他の分野
では影響は限定的。＜「第３の開国」は言い過ぎ！＞ 
・政治的意味は大きい－①日米同盟の強化、②アジア太平洋の経済秩序作り 
  
むすび 
 
・日本抜きのアジア太平洋経済秩序がありうるか！ 
・本来は日米でＴＰＰを主導すべきであった 
・ＴＰＰによって、日中、日ＥＵ、日韓ＦＴＡも進展 
 


